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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・本日と明日の法人研修について

日時：2/19(水)、20（火）　17:30～18：30

場所：メモリアルホール

講師：精神保健福祉領域　病院事務　高橋GOM

内容：「暴言・暴力対応について」

・各種申請に関する申請について、必要事項の記入不備が見られることから、今後不備あるものについては全て差し戻しとなる。必要事項の記入を徹底すること。

・コピーカードの利用について、グループ・チームごとに使用カードが区別される。
　　看護・通所グループ　　・・・・・佐藤AOM

　　医事チーム　　　　　　・・・・・高橋GOM

　　コメディカルチーム・秘書・・・・庶務

　担当以外のカードは使用出来ないが、佐藤AOMが休日の時は庶務にてカード管理を行うため、庶務へ申し出ること。また、記入表も別になるため間違いのないようにすること。

・2/19（月）～3/9（金）の3週間、作業療法学生（弘前ホスピタリティアカデミー）の実習あり。

・「青風荘日誌」の回覧先に通所も追加されることになったため、デイナイトケアについたスタッフは日誌にて青風荘利用者様の情報を確認のこと。

＜外来情報＞

・我満　奈津紀様～下剤・胃薬の希望あり、センナリドとFK散処方となっている。次回採血実施予定。

・晴山　美智子様～風邪症状あり38℃台の発熱あったが、今は大丈夫とのこと。

・高橋　百壽様　～次回（3/5）は日赤病院受診のため、3/12外来受診予定。3週間分処方となる。

＜利用者様情報＞

・溝越　キク様～本日定時来所されず、デイケアスタッフが電話するが連絡とれず。デイケアスタッフ1名、青明舎職員2名でアパート訪問する。本人在宅しているが、通所しない理由について「行くのを辞めたいんです」とのみ話される。2/21（水）の外来受診の確認とスタッフの気持ち（心配をしていた）を伝えている。関係機関へは情報提供済み。
⇒先週までの通所利用時、本日の訪問時に目立った様子はなし。外来受診日に改めて声を掛けることとする。

・馬渡　武光様～2/16（金）夕、レストラン移動中転倒される。本人より報告あり、右膝外側部に1×1cmの擦過傷を確認している。青風荘へ申し送り、事故報告書作成している。
今後の対策⇒現在レストラン移動前には通路状況を確認した上、利用者様への声掛け・見守り・歩行状態の悪い方への付き添いを行っているが、夕食を待ちかねて早足になりやすい方もいらっしゃるため、重ねての声掛け・見守りを徹底していく。

・村井　節子様～本日、腰痛のため欠席との連絡あり。2/21（水）が外来受診日のため、デイケアスタッフが外来にて本人と面談実施予定。自宅訪問は面談の様子も見て判断する。

・杉澤　恵子様～左外踵創部の改善見られており、三戸病院の次回受診日は2/21（木）となったと報告されている。

・高橋　百壽様～本日外来受診時、面談行っている。本人の表情はよく、自宅では「散歩をしている」と話され食事療法も守れているとの事。調子の良い時にデイケア通所を勧めると「まだ、もう少し休んで様子を見てから…」と話される。通所を遠慮している理由を尋ねるがはっきりとした返答はない。
⇒今後も外来受診時に面談を行い、デイケア通所を勧めていく。

＜ナイトケア事例検討＞

前野　義勝様（47）統合失調症

【ナイトケア利用状況について】

· 以前はナイトケアの出席状況にばらつきが見られたが、事前に声を掛けることで欠席しなくなった。

· 自分の意見を曲げない性格であるが、他メンバーとのトラブルなく対人関係面の問題はない。

· 作業所とナイトケア利用は継続しており、生活状況も安定している。

【最近気になること・問題点】

発症時の話をすることがあり、幻聴・幻視に関する発言が聞かれている。

· 本気とも冗談ともつかない話し方をする。（「幻聴だと思うかもしれないが、本当のことだ」）

· 病気について知りたがる一方で、病識に欠ける発言が聞かれている
（「何かあったら、まず薬をもらわないといけない」⇔「ちょっと変なことを話したから入院しただけ」「薬を飲んでいるけれど、病気ではない」）

· 深く掘り下げて聞くと、「スタッフが俺のことを知ろうとする」と捉えることがある。

· 過去の経過から、自分の気持ちを抱え込みすぎて崩れるタイプと考えられる。スタッフと話をすることである程度自分のバランスを保つことができているのではないか。

【今後の対応】

· 本人が不安なときには話を聞くが、あまり掘り下げて聞きすぎない。

· 気になったことは掘り下げて聞くのではなく、本人にその内容を返して振り返らせる。







